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佐々木茂
（市民創風）

本
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

観
光
地
の
紹
介
「
四
季
彩
」
と

体
験
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
の
「
ゆ
り
ほ
ん
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
年
平
均
１
万
５
千

部
を
印
刷
し
て
い
る
。
市
内
で
は
観

光
案
内
所
や
道
の
駅
な
ど
の
観
光
施

設
に
、市
外
で
は
秋
田
空
港
や
秋
田
駅
、

に
か
ほ
っ
と
な
ど
に
設
置
し
て
お
り
、

ま
た
外
国
人
観
光
客
向
け
に
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
の
３
種
類
を
作
成

し
て
い
る
。

　
今
後
は
市
外
の
道
の
駅
や
観
光
施

設
な
ど
に
も
設
置
を
依
頼
し
、
よ
り

広
く
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
内
の

施
設
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
観
光

客
に
Ｐ
Ｒ
し
、
広
範
囲
に
誘
客
す
る

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　設
置
場
所
は

問

答

観
光
客
の
誘
客
に
力
を
入
れ
、

消
費
を
増
し
、
雇
用
も
生
む

「
将
来
に
希
望
が
持
て
る
地
域
の
創

出
」
に
つ
な
げ
て
は
。

今
年
度
は
台
湾
か
ら
千
人
を
超

え
る
方
が
訪
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
ま
た
今
年
（
平
成
３０
年
）
タ
イ

王
国
の
学
校
を
訪
問
し
理
事
長
に
教

育
旅
行
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
本
市

の
学
校
と
相
互
交
流
の
「
覚
書
」
を

来
年
度
結
ぶ
事
と
し
た
。
広
域
的
な

観
光
誘
客
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
る
。

三浦秀雄
（高志会）

問

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
を
核
と
し

て
活
発
な
誘
致
活
動
を
望
む

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
状
況
は
。

問

答

ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
日
大
使
の
案
内

で
大
使
館
を
訪
問
し
、
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
」
の
方
々
に
会
い
お
願
い
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
を
高
く
評
価
し
、
帰
国
後

各
競
技
団
体
と
検
討
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。

答

国
内
外
か
ら
観
光
客
を

　誘
客
し
地
域
の
活
性
化
を

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は
、
税

収
や
関
連
産
業
の
創
出
、
人
材

の
需
要
な
ど
雇
用
に
も
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
て
き
た
が
現
状
は
ど
う
か
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
固
定
資
産
税

収
入
、
土
地
の
売
買
や
借
地

問答

問答

風
力
と
太
陽
光
発
電
施
設
の

本
市
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と

　
　
　
　
　
　デ
メ
リ
ッ
ト

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の

　
　
　合
宿
誘
致
の
状
況
は

料
収
入
に
よ
る
地
権
者
の
収
入
増
、

土
木
工
事
・
部
品
供
給
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
新
た
な
産
業
創
出
と
雇
用

創
出
、
風
力
発
電
に
関
し
て
は
事
業

者
に
よ
る
基
金
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
、
視
察
や
観
光
客
増
加
に
伴

う
商
業
施
設
の
活
性
化
な
ど
で
あ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
騒
音
、
シ
ャ
ド

ー
フ
リ
ッ
カ
ー
、
森
林
伐
採
、
バ
ー

ド
ス
ト
ラ
イ
ク
、
健
康
や
自
然
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
景
観
の

変
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

秋
田
県
の
県
土
の
約
４
割
を
占

め
る
民
有
林
の
８
割
は
私
有
林

で
あ
る
が
、
零
細
な
た
め
放
置
さ
れ

て
い
る
人
工
林
を
「
森
林
バ
ン
ク
制

度
」
の
開
始
に
当
た
り
市
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

「
森
林
バ
ン
ク
制
度
」
へ
の

　
　
　
　
　
　市
の
対
応
は

市
で
は
来
年
度
か
ら
森
林
所
有

者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い

く
。
こ
の
調
査
に
よ
り
市
が
経
営
管

理
を
受
託
す
る
森
林
に
つ
い
て
は

「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
作
成

し
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
意

欲
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
「
経
営
管

理
実
施
権
」
を
設
定
し
再
委
託
を
行

う
。
な
お
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い

森
林
は
市
が
直
接
管
理
し
て
い
く
。

本市の観光パンフレット

※渡部議長は、採決に加わりません。 
※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。
※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党
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媒
体
と
し
て
有
効
で
あ
る
が
、
設
置

場
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

●青少年交流施設条例の一部改正
　　指定管理者制度の導入に向け、条例の一部を
　改正するもの。
●武道館条例の一部改正
　　本荘格技場の用途廃止に伴い、条例の一部を
　改正するもの。
●議会議員及び市長の選挙における選挙運動に要
　する費用の公費負担に関する条例の一部改正
　　公職選挙法の一部改正に伴い、条例の一部を
　改正するもの。

契約案件（主なもの）

◆北部学校給食センター建設工事請負契約

　契約金額：９億１４１１万２千円

　契約の相手方：村岡・伊藤建友・塚本特定建設

　　　　　　　　工事協同企業体

条例関係（主なもの）

請願・陳情結果

採　　択

継続審査

　採択された陳情第１１号は、「意見書」として衆議院議長、参議院議長、内閣
総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣に提出されております。

○陳情第１１号
　介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善等
　を国に求める意見書提出についての陳情
　　秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　　淳

不 採 択

○請願第３号
　消費税増税中止を求める意見書提出についての
　請願
　　農民運動秋田県連合会　委員長　鈴木万喜夫
　　　　　　　　　　　　紹介議員　佐々木隆一
○陳情第９号
　全国を適用地域とした看護師の特定最低賃金の
　新設を国に求める意見書提出についての陳情
　　秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　渋谷　　一
○陳情第１０号
　７５歳以上の後期高齢者医療自己負担を２割にし
　ないことを国に求める意見書提出についての陳情
　　秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　　淳
　　全日本年金者組合秋田県本部

執行委員長　大坂谷邦雄
○継続審査中の陳情第３号
　臓器移植の環境整備を求める意見書提出につい
　ての陳情
　　移植ツーリズムを考える会　理事　井田　敏美

○陳情第６号
　食糧の安全・安心を図るための農産物検査法の抜
　本的見直し等を求める意見書提出についての陳情
　　生き物共生農業を進める会　代表　今野　茂樹
　　美しい八郎湖を次代に残す会　代表　桑原　秀夫
　　有限会社ライスランド大潟　代表　山田　隆介

趣旨採択

○陳情第７号
　安全・安心の医療・介護の実現、夜勤改善と大
　幅増員を求める意見書提出についての陳情
　　秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　渋谷　　一
○陳情第８号
　介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める
　意見書提出についての陳情
　　秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　渋谷　　一

○：賛成　×：反対　欠：欠席
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国
の
省
庁
に
お
け
る
文
書
管
理

事
務
で
は
、
情
報
の
隠
ぺ
い
、

公
文
書
改
ざ
ん
、
デ
ー
タ
の
ね
つ
造

な
ど
と
疑
わ
れ
る
状
況
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
公
文
書
、
電
子

化
さ
れ
た
文
書
は
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
る
か
。

行
政
文
書
管
理
規
程
で
、
紙
文

書
、
電
子
化
さ
れ
た
公
文
書
の

整
理
、
保
管
を
適
正
に
管
理
し
て
き

た
。
今
後
も
公
文
書
は
「
国
民
共
有

の
知
的
資
源
」
を
肝
に
銘
じ
、
職
務

を
遂
行
し
て
い
く
。

問答

大関嘉一
（市民創風）

公
文
書
・
デ
ー
タ
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　管
理
は

国
の
補
正
予
算
で
小
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
創
設
さ
れ

た
。
補
助
率
が
高
い
の
で
可
能
な
限

り
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

小
中
学
校
全
体
に
お
け
る
設
置

率
は
２５
％
で
あ
る
。
今
後
は
熱

中
症
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
順

次
進
め
て
い
く
。

問答 小
中
学
校
に

　
　
　エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

佐々木隆一
（日本共産党）

介
護
事
故
に
つ
い
て
は
、
県
が

定
め
る
「
介
護
保
険
事
業
者
に

お
け
る
事
故
報
告
の
取
り
扱
い
要
領
」

で
速
や
か
に
身
元
引
受
人
、
県
地
域
振

興
局
、
保
険
者
で
あ
る
本
荘
由
利
広
域

市
町
村
圏
組
合
に
報
告
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
２９
年
度
は
、
合
わ
せ
て
４４
件

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、
各
事

業
所
内
だ
け
で
事
故
を
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
報
告
義
務
を
周

知
徹
底
す
る
。

答

各
年
度
の
自
治
体
の
設
計
図
と

も
い
う
べ
き
予
算
編
成
は
、
市

総
合
計
画
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
限
ら
れ
た

財
源
を
い
か
に
有
効
適
切
に
使
う
か

が
重
要
で
あ
る
が
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
対
す
る
考
え
方
は
。

来
年
度
は
、
予
算
規
模
に
し

て
１５
億
円
ほ
ど
の
縮
小
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
羽
後
本
荘
駅
周
辺
の
整
備
事
業
等

社
会
資
本
整
備
、
市
民
生
活
の
安
定

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
実
施
計
画

と
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

問答 来
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る

　
　
　
　
　市
の
考
え
方
は

森
子
大
物
忌
神
社
で
国
登
録
有

形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
の
は

本
殿
、
拝
殿
、
幣
殿
の
み
で
、
十
二
神
将

は
市
の
指
定
に
も
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
ま
ず
は
市
有
形
文
化
財
に
指
定
し
、

保
護
活
動
を
始
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

江
戸
時
代
も
の
と
し
て
１２
体
全

て
揃
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
例

は
県
内
で
も
数
少
な
く
、
県
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
平
成
２２
年
度
に
記
録
作
成

の
台
帳
整
備
を
行
っ
た
。

　
文
化
財
の
指
定
に
は
詳
細
な
調
査
が

必
要
で
あ
る
が
、
県
の
教
育
委
員
会
で

も
年
次
計
画
で
神
仏
像
調
査
を
し
て
い

る
た
め
、
県
と
連
携
、
協
力
し
て
調
査

を
行
い
、
指
定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問答 森
子
大
物
忌
神
社

　
　「
十
二
神
将
」
保
護
は

介
護
現
場
で
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
事
業
者
や
施
設
は
そ
の

詳
細
を
関
係
機
関
に
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
市
で

問 老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る

　
　
　
　
　事
故
に
つ
い
て

は
報
告
基
準
や
手
順
が
定
め
ら
れ
て

い
る
か
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

り
ほ
ぼ
全
域
で
停
電
す
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生
し
、
道
民
の

生
活
と
営
業
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か
ら
の
教

訓
は
。

局
地
的
な
地
震
な
ど
で
県
内
の

火
力
発
電
所
が
停
止
し
て
も
他

の
発
電
所
の
出
力
を
上
げ
カ
バ
ー
で

き
る
た
め
、
全
域
で
の
長
時
間
停
電

は
起
こ
り
に
く
い
。
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
東
北
電
力
と
災
害
時
に
お
け
る

協
定
を
締
結
し
て
お
り
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。

問

答

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

　（
全
道
停
電
）
の
教
訓
は

２件の工事請負契約変更

問 　市道猿倉花立線災害防除工事の変更内容は。

答 　工事の進捗状況や今後の施工可能日数か

ら、盛土量の見直しを行ったところ、盛土工

事が減工となる。また、今後天候の状況を見

ながら盛土を実施し、盛土量の確定後に追加

資材調達のため、工期を延長するものである。

　工事の進捗状況などにより契約内容を変更し
ました。

着 と々進む市道猿倉花立線復旧工事

都道府県議会議員及び
市区町村議会議員
総務大臣感謝状贈呈

　２０年以上の長きに

渡り、地方自治行政に

貢献されたとして佐藤

勇議員が秋田県知事よ

り表彰状を授与されま

した。

秋田県地方自治
功労者表彰

　３５年以上の長きに

渡り、地方自治の発展

に顕著な功労があった

として、三浦秀雄議員

が総務大臣より感謝状

を贈呈されました。

三
浦
秀
雄
議
員

佐
藤

　　勇
議
員

問

答 　工事が終盤となり、施工数量が確定したこ

とに伴い、
ひのとがわ

丁川の護岸工事において延長が減

工となるものである。また、６～８月の大雨や

出水により、不測の日数を要したことに伴い、

工期を延長するものである。

　一級市道水無線（真人橋）橋梁災害復旧工事

の変更内容は。

ま　 と　 ばし   

建

し
ん
し
ょ
う

い

ぶ

り

収穫作業に励む新規就農者

新規就農者への資金交付

問 　農業次世代人材投資事業費補助金の内容と交

付状況は。

答 　新規就農者の経営が軌道に乗るまでの間、年

間最大１５０万円（夫婦で始める場合は２２５万

円）を５年間交付する制度である。

　今年度は継続として個人９件、夫婦２件に交

付しており、新規に個人２人が交付要件を満たし

たことから半年分となる７５万円の２人分、１５０

万円を増額補正した。

　農業次世代人材投資事業費補助金１５０万円を
追加しました。 産

問 　防火対策が不備な施設の公表か。

答 　違反対象物に係る公表制度の開始に伴い、

規定に違反する場合公表できる。

　平成３２年４月１日から施行する。

　消防施設等の規定違反の防火対象物を公表で
きるようになります。

火災予防条例改正

総

苫東厚真火力発電所の全景
（写真提供：北海道電力ＨＰより）
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木のどんぐりプールで楽しむ子どもたち

◀ 秋田県立大学
長濱教授による
基調講演

農業活性化に
ついてのパネル
ディスカッション ▶

地域農業活性化のために地域農業活性化のために
１０月２６日

　昨年１０月にオープンした東北屈指のナイスア

リーナ。

　市では、昨年７月に市総合体育館と合わせて

ミズノグループと指定管理の契約を結び、その

ノウハウを活かした一流スポーツに触れること

による、アスリートの育成・スポーツ人口の増

加と交流人口の増加を促進している。

　また、「スポーツ立市宣言」などにより、健

康寿命の延伸に寄与することとともに、災害時

は避難所（場所）としても活用される総合防災

公園施設の積極活用を図っている。

　教育・スポーツ振興議員連盟では、指定管理

者のミズノグループのナイスアリーナの活用・

総合体育館との運営の兼ね合いなどを伺い、な

お一層の活用について意見交換を行った。

　その後、改めてアリーナの設備を視察し、ア

リーナ内で、インターバル速歩の体験も行った。

◀ アリーナ施設の
視察

▲ ミズノグループとの意見交換会 ▲ インターバル速歩を体験

　産業活性化議員連盟では、地域農業の振興、活性

化について検討する機会とするため「地域農業活性

化フォーラム」を開催した。

　フォーラムでは、秋田県立大学長濱健一郎教授よ

り「由利本荘市の未来を創る－地域農業の魅力と可能

性－」と題した講演を拝聴し、農業を取り巻く状況

は大きく変化するが中長期的視野が重要であること

や、農業を核とした産業を創ることが大切であると

伺った。

　その後「由利本荘市の農業の現状と今後の活性化に

向け考える」をテーマにパネルディスカッションを実

施。当議員連盟渡部功会長が進行を務め、農業関係機

関、農業者ら４人のパネリストが現状について再認識

をしながらもそれぞれの立場での取り組みを紹介し

た。先の見えない状況の中でも目標に向かって意欲的

に挑戦する頼もしい意見などもあり、今後市独自の政

策に活かしたいと強く感じたフォーラムであった。

問 　現状の評価と来館者数の推移は。

答 　１１月末で来館者は５万２千人を超えており、

アンケートの結果もおおむね好評で、リピー

ターにつながると感じている。

　今後も利用者の声を聞きながら、より楽しめ

る施設として運営していく。

　多くの方に来館いただいています。

鳥海山木のおもちゃ美術館の
評価

教

産業活性化議員連盟

ナイスアリーナの積極的な活用をナイスアリーナの積極的な活用を
１１月５日 教育・スポーツ振興議員連盟

議員連盟 活 動 報 告

運行の見直しが検討されているコミュニティバス

答 　基本的な方針として次の４点。

　①通院のための利用が多く休日は乗車が少な

　　いため、日曜・祝日の運行本数を半分以下

　　とする。

　②１０回あたりの運行のうち乗車が２人未満の

　　便を減らす。

　③１０回あたりの運行のうち２人以上５人未満

　　の便は、ダイヤ変更をするか減便する。

　④乗車状況を調べ運行日の削減を行う。

　これにより平成３１年度から時刻表が大幅に変

更となる。

問 　具体的な見直し案は。

　効率的なバス運営を目指します。

コミュニティバス運行の見直し
総

雨漏り箇所の補修が施されたメインアリーナ

にぎわいを見せるナイスアリーナ

ナイスアリーナ建設工事の

瑕疵対応

問 　雨漏りの状況と対応は。

答 　１１月２２日にメインアリーナ床面に雨漏りによ

る水滴を確認し、１２月３日に漏水箇所への防水

シート増貼り施工により補修した。また、屋根

全体を点検したが、そのほかに不良箇所はなく

漏水も発生していない。

　雨漏り箇所の補修と屋根全体の点検により対
応しました。 

ナイスアリーナの利用状況

問 　開館後のイベント観客数や施設の利用状況は。

答 　１０月６，７日に行われた「Ｔｈｅ音楽祭in由利

本荘」は、台風による交通機関への影響なども

あったが、２日間で約６５００人の来場があり、そ

のほかに行われた大会やイベントにも多くの方

に来場していただいている。

　また、メイン・サブアリーナやトレーニング

ルームなど各施設の利用者数は延べ数で月平均

１万５千人を超えている。

　開館以降多くの方に利用していただいていま
す。

まし  ば

防

防

か し
 ３日

１１日
１１～１２日

１７日
２２～２４日

２５日

７日
１２日

１４～１６日
１９日

２１日

 ２７日
３０日

６～７日
７日

１０～１１日
１３日
１８日

２６日

１２月定例会

議論の中からピックアップ

12
月
定
例
会

１５日
１７日
１８日
３０日

７日
９日

１３～１６日
２６日

２日
１４日
１９日

由利組合総合病院運営委員会
社会福祉大会
功労者選考委員会
市議会議員と由利本荘医師会との懇談会

全国市議会議長会評議員会
身体障害者福祉大会
各期成同盟会等要望活動
秋田県市議会議長会臨時会

日本体育大学体育研究発表実演会
鳥海高原矢島スキー場　スキー場開き
地域農業再生協議会総会

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

２／３ ４ ５ ８７ ９

１２ １３ １４ １６

１７ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ３／１ ２

３ ９

１０ １３ １４ １５ １６

１７ １８ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

本会議
（閉会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は２／１５～３／１９ ◀

議会を傍聴 ―ライブで！
当日、直接傍聴席（市役所本庁舎５階）
へおいでください。

会議録で読む
議会終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、由利本荘市ホームペ
ージから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

１０月

１１月

１２月

１０月

１１月

１２月

市議会からのお願い
　市議会では、飲食を伴う会合には

案内状に会費の額を明記していただ

くように申し合わせております。

　皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
秋田県議会総務企画委員会県内調査来訪
議会改革特別委員会
会派「高志会」「公明党」行政視察
長野県佐久市議会行政視察来訪

福岡県うきは市議会行政視察来訪
東京都杉並区議会行政視察来訪
会派「市民創風」行政視察
横手市議会行政視察来訪
教育民生常任委員会協議会
議会運営委員会
議会改革特別委員会
山形県議会行政視察来訪
本会議（開会）
平成３１年度予算に対する各会派提言

本会議（一般質問）
議会運営委員会
委員会（議案審査）
総合防災公園整備特別委員会協議会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会報編集特別委員会
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議会日誌議会日誌

日

６

   ２月６日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

１５

４ ５ ６ ７

１１ １２

１９

本会議
（会派代表質問）

（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

８
常任

委員会
常任

委員会

常任
委員会

特別
委員会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など
８８，８１６円
（１４件）

６４，６４２円
（１２件）

１９，０００円
（３件）

弔　　　事
８０，０００円

（３件）
０円

（０件）
０円

（０件）

１０月 １１月 １２月

エアコン整備が計画されている小学校普通教室

学校空調設備整備事業

問 　エアコン整備の概要は。

答 　国の補助金などを活用して平成３１年度から

３カ年計画で市内の全小学校の普通教室と中

学校の一部にエアコンを整備するものであり、

平成３１年度は小学校から順次実施し、できる

だけ暑くなる前に設置できるよう計画を進めて

いく。

　国庫補助を活用してエアコンを整備します。教

答 　平成３２年８月の稼働に向けてさまざまな検

討を進めている。センターでの調理は１日２７００

食を想定しており、食材についてＪＡや産直会

などの地元関係機関と新たな組織づくりを進め

ていく。また、アレルギー対応についても検討

している。

問 　今後のスケジュールと運営内容は。

　建設工事とセンター運営について検討を進めて
います。

北部学校給食センター

着工を待つ北部学校給食センター建設予定地

教

総 … 総務常任委員会

教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会

建 … 建設常任委員会

防 … 総合防災公園整備特別委員会

　平成３０年１２月定例会を１１月３０日から１２月１８日

までの１９日間の会期で開催しました。

　市提出案件は５１件で、専決３件を承認。条例関係、

契約締結、指定管理者の指定、補正予算などを審

議し、原案のとおり可決しました。

　請願・陳情については、請願１件を不採択、陳情

１件を採択、２件を趣旨採択、継続審査中を含む陳

情３件が不採択、１件を継続審査としました。

文中の記号は次のとおり所管常任委員会を
表しているものです。

法体の滝を訪れる台湾からの観光客

本市への外国人観光客増える

問 　本市への外国人観光客が増えているようだが。

答 　観光を目的に訪日した外国人観光客が旅行業

者を通して市内の宿泊施設を利用した場合、１

人１泊２千円を補助する制度がある。当初予算

では６５０人分１３０万円であったが、増加する

ことが見込まれるため３５０人分の７０万円を追

加した。

　外国人観光客に訪日観光推進補助金を活用し
ていただいています。  産


